






The social factors and future issues in establishing 
and continuing breast-feeding





Today's society has both external and social factors that make administrating breast-feeding more difficult than
bottle-feeding.  The purpose of this study is to elucidate the factors which prevent mothers from trying to establish
and continue breast-feeding in today's modern society.  Although the content of the study encompasses various
fields, we conducted a survey only on the factors that have directly influenced breast-feeding, and analyzed the
results.
In conclusion, we were able to understand the present state of marketing for Baby Formula Manufactures. We
also found that individual mothers facing constant obstacles in order to continue breast-feeding can utilize various
network support groups as well as take advantage of everyday conveniences.  
Based on the above points, we clarified future issues for the support of breast-feeding. .
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 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
体重（g） 974 4300 3131.7 464.9 
身長（cm） 33.8 53.6 49.5 2.3 
頭囲（cm） 24 50 33.3 2.4 
胸囲（cm） 21 37.5 32.1 2.1
表－３　最初の授乳までの時間 



















































































































 栄養方法  体重（ｇ） 
  平均値 最小値 最大値  標準偏差値 
母乳のみ 57 4216 2780 5120  504.5 
混合栄養 42 4303 2865 5780  591.8 
粉ミルクのみ 5 3984 3780 4380    245
表－７　 対象別１ヵ月健診時の発育 
 １ヵ月体重 平均値 最小値 最大値 
Ｕ 48 4121.4 2865 5090 
Ｓ 59 4338.2 2780 5780 
合  計 107 4240.9 2780 5780
（単位＝ｇ） 
表－８　 出生時から1ヵ月健診までの体重増加 
 ０～1000ｇ 1001ｇ～ 合  計 
Ｕ 22　（44.8） 26　（54.9）  48　（100） 
Ｓ 17　（28.8） 42　（71.1）  59　（100） 
合計 39　（36.4） 68　（63.5） 107　（100） 
（％） 
表－９　 ３・４ヵ月健診時の栄養方法別・体重 
 栄養方法  体重（ｇ） 
  平均値 最小値 最大値  標準偏差値 
母乳栄養 68 6508 5150 9400 888.3 
混合栄養 25 6564 4500 8400 945.6 
粉ミルク 10 6160 5120 7280 566.8 
合  計 103 6488 4500 9400 877.1
表－10　 ７・８ヵ月健診時の栄養方法別・体重 
 　  体重（ｇ） 
  平均値 最小値 最大値  標準偏差値 
母乳栄養 59 8077 6100 11150 1045.3 
混合栄養 19 7777 6440 9950 938.4 
粉ミルク 19 8093 6810 10550 943.4 
合計 97 7970 6100 11150 1121.8
表－11　 満１歳時の栄養方法別・体重 
 　  体重（ｇ） 
  平均値 最小値 最大値  標準偏差値 
母乳と幼児食 68 9222 7425 11100 1040.5 
混合栄養と幼児食 25 9634 8500 10085 757.9 
粉ミルクと幼児食 10 9268 5412 10750 1535.2 
幼児食のみ 7 9605 8300 11365 1098.2 
合　計 110 9319 5415 11365 1107.2
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表－12　 対象別離乳食準備の開始時期 
果汁や野菜スープ 平均値 最小値 最大値 
重湯など  （単位=ヵ月） （単位=ヵ月） （単位=ヵ月） 
 Ｕ 5.3 2 12 
 Ｓ 4.7 2 9 
 合計 5.0 2 12
表－13　対象別離乳食の開始時期 
野菜の煮物やおかゆ 平均値 最小値 最大値 
など  （単位=ヵ月） （単位=ヵ月） （単位=ヵ月） 
 Ｕ 7.1 3.3 11 
 Ｓ 6.4 4.0 12 
 合計 6.7 3.3 12
表－15　対象別母乳を止めた理由 
  母乳の出方が 子どもが飲ま 止める時期だ 次の子を妊娠 周りの人から 
  悪い なくなった と思った した 止めるように その他 わからない 合　計 
      言われた  
 Ｕ   0（  0.0） 0（0.0） 38（79.2） 2（4.1） 3（6.2）   9（18.7） 0（0.0） 48（100） 
 Ｓ 24（40.7） 5（8.4） 25（42.2） 4（6.7） 1（1.6）   3（  5.0） 0（0.0） 59（100） 
 合計 24（22.4） 5（4.7） 63（58.9） 6（5.6） 4（3.7） 12（11.2） 0（0.0） 
（％） 
表－16　対象別粉ミルクを止めた時期 
  ３ヵ月頃 ４ヵ月～ ７ヶ月 10ヶ月 １歳～ 
わからない 合　計
 
  まで ６ヵ月頃 ～９ヵ月頃 ～１歳頃 １歳６ヵ月頃  
 Ｕ   6（  50.0） 2（16.6） 2（16.6） 0（0.0）  0（  0.0） 2（16.6） 12（100） 
 Ｓ   4（    9.0） 2（  4.5） 6（13.7） 4（9.0） 27（61.3） 1（  2.2） 44（100） 
 合計 10（100.0） 4（  7.1） 8（14.2） 4（7.1） 27（48.2） 3（ 5.3） 56（100） 
（％） 
表－17　対象別粉ミルクを止めた理由 
  母乳だけでも 離乳食をよく 児が飲まなく 
その他 わからない 合　計 
  足りる 食べる なった　 
 Ｕ   8（66.7）   3（25.0） 1（  8.3） 1（8.3） 0（0） 12（100）21.4 
 Ｓ   3（  6.8） 32（72.7） 8（18.2） 2（4.5） 0（0） 44（100）78.6 
 合計 11（19.6） 35（62.5） 9（16.1） 3（5.4） 0（0） 
（％） 
表－14  対象別母乳を止めた時期 
  
３ヵ月以内





   ６ヵ月頃まで ９ヵ月頃まで １歳頃まで 
 Ｕ 0（  0   ）  1（  2.5）  0（  0   ）   0（  0   ） 46（97.9）   47（100） 
 Ｓ 8（13.6） 8（13.6） 6（10.2） 16（27.1） 21（35.6）   59（100） 
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表－18　１ヵ月～７ヵ月の栄養方法の推移 
  １ヵ月 ３・４ヶ月 ７ヵ月 
 母乳のみ 34（  69.4） 45（  91.8） 44（  89.8） 
 混合栄養 14（  28.6） 4（    8.2） 4（    8.2） 
 粉ミルク 1（    2.0） 0（    0   ） 1（    2.0） 
 計 49（100.0） 49（100.0） 49（100.0） 
 母乳のみ 25（  40.3） 28（  45.2） 22（  38.6） 
 混合栄養 33（  53.2） 24（  38.9） 17（  29.8） 
 粉ミルク 4（    6.5） 10（  16.1） 18（  31.6） 
























































































































































































































































































































































The social factors and future issues in establishing and continuing breast-feeding
表－19　乳幼児身体発育調査報告による乳児の月齢別・栄養状況の推移 
 
 母乳 混合 人工 
 月齢 １～２ ２～３ ３～４ １～２ ２～３ ３～４ １～２ ２～３ ３～４ 
 1960（昭和35） 67.8 59.3 53.4 8.7 11.6 15.6 19.7 24.5 25.6 
 1970（昭和45） 31.7 30.3 31.0 42.0 35.3 28.1 26.3 34.4 40.9 
 1980（昭和55） 45.7 40.2 34.6 35.0 29.4 24.9 19.3 30.4 40.5 




 母乳 混合 人工 
 年次 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 
 1985（昭和60） 49.5 39.6 30.7 41.4 32.0 17.4 9.1 28.5 51.9 













































































 1950 1960 1970 1980 1990 1995 1996 1997 
 年次 昭和25 昭和35 昭和45 昭和55 平成２ 平成７ 平成８ 平成９ 
総数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
施設内         
      計 4.6 50.1 96.1 99.5 99.9 99.9 99.8 99.8 
      病院 2.9 24.1 43.3 51.7 44.8 54.5 54.1 54.2 
      診療所 1.1 17.5 42.1 44.0 43.0 44.4 44.8 44.7 
      助産所 0.5 8.5 10.6 3.8 1.0 0.9 1.0 1.0 














































































































































































































































































































































































































































１　生まれた時の様子   
　　お子様の生年月日（平成　　年　　月　　日）　出生順位（第　子）　性別（男・女）              
　１）体重［　　　］ｇ　　２）身長［　　　］cm　３）頭囲［　　　］cm        
　４）胸囲［　　　］cm　５）在胎週数［　　週　　日］　６）分娩時間［　　時間　　分］           
　７）分娩方法   （該当するものを○で囲んでください。 ）                                                                         
　　　自然分娩　帝王切開　吸引分娩　無痛分娩　分娩誘発（点滴など）　　　 
　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              ） 
２　はじめて赤ちゃんに母乳を含ませたのは出産後どのくらいしてからでしたか。 
　１）30分以内　　　２）30分～１時間以内　　　３）１時間～３時間以内  





Ⅱ　出生後１ヶ月～満１歳頃の状況について   
１　１ヶ月健診の結果（受けていない場合は未記入で結構です） 
　１）体重［　　　］ｇ　　　　２）身長［　　　］cm                    
　３）頭囲［　　　］cm　　　４）胸囲［　　　］cm 
２　栄養方法 
　１）母乳のみ　　　２）混合栄養　　　３）粉ミルクのみ            
３　この頃に何か気になるような健康上の出来事がありましたか。 
　１）あった。　　　２）なかった。　　３）わからない        
４　上記３で１）に○印した方は、以下にお答えください。  




　１）体重［　　　］ｇ　　　　２）身長［　　　］cm                    
　３）頭囲［　　　］cm　　　４）胸囲［　　　］cm 
６　栄養方法   
　１）母乳　　　２）混合栄養　　　３）粉ミルク　　　４）その他（                    ） 
７　この頃に何か気になるような健康上の出来事がありましたか。 
　１）あった。　　　２）なかった。　　３）わからない     
８　 上記７で１）に○印した方は、以下にお答えください。       
　１）病気　　　　（病名や症状：　　　　　　　　　　　　　　　            　　　） 
　２）育児上のこと（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　） 
　３）その他　　　（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
９　７ヶ月児健診の結果（受けていない場合は未記入で結構です） 






　１）母乳　　　２）混合栄養 　　　３）粉ミルク    
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12　この頃に何か気になるような健康上の出来事がありましたか。 
　１）あった。　　　２）なかった。　　３）わからない     
13　上記12で１）に○印した方は、以下にお答えください。 
　１）病気　　　　（病名や症状：　　　　　　　　　　　　　　　            　　　） 
　２）育児上のこと（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　） 
　３）その他　　　（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　） 
14　満１歳時の発育の状況  
　１）体重［　　　］ｇ　　　　２）身長 ［　　　］cm                    
　３）頭囲［　　　］cm　　　４）胸囲 ［　　　］cm                                 




































































































































































母の年齢・職業    
子どもの性別・出生順位   
家族・（人数）    
母親学級への参加    
妊娠中の意志・乳
房の手当て    
出産施設・出生時
体重    
最初の授乳までの時間    
退院時の栄養方法    





の期間    
手伝いで助かった














    
母乳継続に役立っ
たこと    
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 事例番号 ５ ６ ７ ８ 
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出典：WHO/UNICEF,The WHO/UNICEF International Code of Marketing of 
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注①ＷＡＢＡ（World Alliance Brestdeeding Action）；
母乳育児がすべての母と子の権利であると考えて
いる団体と個人の世界規模の連合組織である。「世
界母乳育児週間」（毎年８月１日～７日）を通じて
毎年運動目標を定めており、その中には「赤ちゃ
んにやさしい病院運動（ＢＦＨＩ）」や「母親にや
さしい職場の運動」などがある。また「ＷＨＯの
母乳代替え品のマーケティングに関する国際基準」
に対する違反の監視活動も行なっている。2000年
の運動の目標は「母乳育児：それはあなたの権利
です」
注②ＢＦＨＩ；1991年WHO/ユニセフは全世界に向け
て｢赤ちゃんにやさしい病院運動｣＝［Baby Frindly
Hosital Iniciative］をスタートさせた。これは、母乳
育児について適切なケアを行っている病院を奨励･
承認するもので､具体的なケアの内容は｢母乳育児
を成功させるための10カ条｣の実施を意味してい
る。日本においては｢日本母乳の会｣がNPOとして
｢BFHI｣の認定を行っている｡
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